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大
塚
市
政
４
期
目

始
動
10 月 30 日に 4 期目を迎えた大塚市長が市役所大和庁舎玄関前に到着。
職員から花束を受け取り、支援者の方や市職員から大きな拍手で迎えられました。

【ヤマザクラと市民の幸せが咲くまち 桜川】を目指し

６つの主要施策
01. 命と健康を守ります �
　安心できる地域医療確保のため「さくら
がわ地域医療センター」を中心とした地域
医療ネットワークの更なる拡充を進め、質
の高い医療を受けることができる体制構築
のための様々な支援を行います。

　また、近年激甚化する災害に対応するた
め、新たに建設された「桜川消防署」と連
携をとりつつ、地区ごとの防災訓練の実施
や自主防災組織の育成強化などにより、災
害に強い桜川を目指します。

02. 産業を元気にします �
　現在、桜川筑西インターチェンジ周辺地
区では桜川ショッピングセンター（仮称）
の建設や、市特産品の直売所などを含めた
道の駅の整備の検討を行っております。

　今後も市の産業・医療・教育の中心とな
る新たな都市拠点として整備を進めるほか、
継続して企業誘致などを進めてまいります。

03. 観光に力を入れます �
　ヤマザクラ、歴史あるまちなみ、寺社仏
閣など、当市が誇る数々の観光資源を有効
に活用し、後世に永く引き継いでいけるよ
う、保全と整備のための施策を進めます。

　今後も、より多くの方に市の魅力に触れ
ていただけるよう、ＳＮＳなども活用して
ＰＲを積極的に行います。

04. 農業を盛り上げます �
　全国的に減少している農業の担い手を確
保するための人材育成や、特産品のブラン

ド化などを積極的に推進し、農業所得の向
上と、地場産業の活性化を目指します。

05. 教育を充実させます �
　当市はＧＩＧＡスクール構想の下、早期
から学校教育のＩＣＴ化に取り組んでおり、
公立学校の情報化のランキングでは全国で
トップクラスです。

　今後もこの利点を伸ばして、情報化・国
際化の進む社会で求められるスキルの習得
を促します。

06. 行財政を立て直します �
　今後も市のトップセールスマンとして
年々増加傾向にある、ふるさと納税・企業

版ふるさと納税を推進していき、財源確保
に努め、安定した市政運営を目指します。
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【人口】 35,490 人 （ー 53）
【 男 】 17,664 人 （ー 14）
【 女 】 17,826 人 （ー 39）
【世帯】 13,641 世帯（ー 14）

（　　）は対前月増減
常住人口

令和７年 11月１日現在

✿ 表　紙

わわたたししたたちちがが主役!!!!
桜川大作戦　秋の縁日祭 第４回 桜川大作戦　秋の縁日祭 第４回 

　表紙は、総合運動公園ラスカ
で行われた「桜川大作戦 秋の縁
日祭」こども職業体験に参加し
た皆さんを撮影したものです。
　子どもたちは、アーティスト
やパン屋、ネイリストなど憧れ
の職業を笑顔で体験していまし
た。また、会場では縁日コーナー
や音楽ライブも開催され、多く
の来場者で賑わいました。

わたしたちが主役！！

✿ 桜川市の人口と世帯
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10
月
19
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
桜

川
市
長
選
挙
に
よ
り
、
多
く
の
市

民
の
皆
様
の
ご
支
持
を
い
た
だ

き
、
再
び
桜
川
市
の
市
政
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
も
「
市
民
ひ
と
す
じ
全
力

投
球
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
な
生
活

の
た
め
に
取
り
組
ん
で
き
た
政
策

が
評
価
い
た
だ
け
た
こ
と
に
よ
る

も
の
か
と
存
じ
ま
す
。

　

４
期
目
の
市
政
運
営
に
あ
た

り
、
長
引
く
物
価
高
や
人
口
減
少

に
伴
う
税
収
の
減
少
な
ど
に
よ
る

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
、

よ
り
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
政

策
立
案
の
軸
と
し
て
お
り
ま
す

「
命
と
健
康
を
守
る
」「
産
業
を

「
元
気
な
ま
ち
桜
川
」
へ

�
４
期
目 

市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

桜
川
市
長 

大
塚 

秀
喜

元
気
に
す
る
」「
農
業
を
盛
り
上

げ
る
」「
教
育
の
充
実
」「
観
光
の

活
性
化
」「
行
財
政
の
立
て
直
し
」

の
６
つ
の
主
要
施
策
の
実
現
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

桜
川
筑
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
地
区
で
は
、
公
園
の
整
備
に

続
け
て
桜
川
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
の
建
設
を
進
め
て

お
り
、
さ
ら
に
、
有
志
の
市
議
会

議
員
か
ら
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し

た
道
の
駅
に
つ
き
ま
し
て
も
実
現

に
向
け
て
事
前
調
査
な
ど
を
行
い

ま
す
。
今
後
も
企
業
誘
致
と
並
行

し
て
周
辺
区
画
の
整
備
を
推
進

し
、
産
業
・
医
療
・
教
育
の
中
心

と
な
る
都
市
拠
点
と
し
て
開
発
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
面
で
は
、
児
童
・
生
徒
の

よ
り
良
い
学
習
環
境
整
備
の
た

め
、
保
護
者
お
よ
び
児
童
・
生
徒

の
負
担
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
に

十
分
配
慮
し
た
上
で
、
小
中
学
校

の
適
正
配
置
を
検
討
・
推
進
い
た

し
ま
す
。
今
後
も
子
育
て
家
庭
の

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
支
援
策
を

拡
充
し
、
子
供
と
子
育
て
を
応
援

す
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

観
光
面
と
し
ま
し
て
、
上
曽
ト

ン
ネ
ル
の
開
通
に
伴
う
交
通
の
便

の
向
上
に
よ
り
、
特
に
県
央
地
域

か
ら
の
来
訪
者
の
増
加
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
当
市
が
誇
る
観

光
資
源
の
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」
の
保

護
・
保
全
活
動
を
推
進
し
「
真
壁

の
町
並
み
」
や
「
真
壁
の
ひ
な
ま

つ
り
」
な
ど
の
魅
力
を
全
国
に
継

続
し
て
発
信
す
る
こ
と
で
、
交
流

人
口
の
増
加
と
一
層
の
認
知
度
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
年
は
桜
川
市
が
誕
生
し
て
か

ら
20
年
目
と
い
う
節
目
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
12
年
間
を

市
長
と
し
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
と

共
に
、
住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
え
る
「
元
気
な
ま

ち
桜
川
」
を
築
い
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。



マルシン楽器ヤマハ音楽教室・英語教室マルシン楽器ヤマハ音楽教室・英語教室
【岩瀬教室】桜川市明日香 3-48 ロワールタナカテナントビル 2F

体験レッスン・レッスン見学
音楽教室 英語教室

L E S S NO

受付中!!

無
料

☎0296－22－2691
　　　　　　　　（マルシン楽器受付）
https://www.marushin-yamaha.com/

お
申
込
み

＊個人レッスン
　随時入会募集中!

12/1●月・12/15●月
■３歳　　 15:30
■４・５歳　16:30

12/6●土・12/20●土
【
体
験
】

■３歳　　　 13:00
■４・５歳　　14:00

【
体
験
】
■小学１年生 17:30

【
見
学
】

12/6●土・12/20●土
■４・５歳　　　　10:00
■小学１～３年生 16:30

【体験】

■小学３年生　　 11:00【見学】

お問い合わせください。
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上
下
水
道
事
業
に
関
し
て

�

国
へ
直
接
要
望

桜
川
の
水
害
対
策
強
化
を

�

国
へ
直
接
要
望

　

持
続
可
能
な
上
下
水
道
の
実
現

に
向
け
た
基
盤
強
化
を
図
る
た

め
、
国
に
対
し
、
要
望
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
に
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
の
橋は

し
も
と本
雅ま

さ
み
ち道
局
長

を
、
ま
た
11
月
12
日
に
は
国
土
交

通
省
の
松ま

つ
ば
ら原
英ひ

で
の
り憲
大
臣
官
房
審
議

官
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
要
望
書
を

手
渡
し
、
上
下
水
道
事
業
の
着
実

な
実
施
に
向
け
た
支
援
を
求
め
ま

し
た
。　

　

今
後
、
市
で
は
水
道
事
業
の
広

域
連
携
や
上
下
水
道
施
設
の
耐
震

化
・
老
朽
化
対
策
な
ど
、
人
口
減

　

桜
川
流
域
自
治
体
（
桜
川
市
、

土
浦
市
、
つ
く
ば
市
、
筑
西
市
）

で
構
成
さ
れ
る
桜
川
改
修
期
成
同

盟
会
が
、
11
月
12
日
、
国
土
交
通

省
お
よ
び
財
務
省
を
訪
れ
、
桜
川

の
改
修
を
直
接
訴
え
ま
し
た
。

　

当
日
、
国
土
交
通
省
で
は
、

佐さ

さ

き

々
木
紀は

じ
め

副
大
臣
に
、
ま
た
財

務
省
で
は
、
高た

か
は
し橋
は
る
み
大
臣
政

務
官
に
要
望
書
を
直
接
手
渡
し
ま

し
た
。

　

山
口
地
区
の
鏡
ヶ
池
が
源
流
の

桜
川
は
、
筑
西
市
、
つ
く
ば
市
、

�

■
問
合
先
／
水
道
課
・
下
水
道
課（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

�

■
問
合
先
／
建
設
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

橋本局長（右）に要望書を手渡す大塚市長

佐々木副大臣（左から 3番目）に要望書を手渡す大塚
市長

松原大臣官房審議官（中央）に要望書を手渡
す大塚市長

高橋大臣政務官（中央）に要望書を手渡す大塚市長

少
社
会
に
的
確
に
対
応
し
た
上
下

水
道
の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

土
浦
市
の
水
田
地
帯
や
市
街
地
を

経
て
霞
ヶ
浦
へ
注
い
で
い
る
一
級

河
川
で
す
。
当
河
川
は
、
継
続
し

て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
未
だ
護
岸
未
整
備
区
間
が
あ

り
、
線
状
降
水
帯
な
ど
に
よ
る
水

害
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
、
未
整
備
区
間
の
整

備
を
進
め
、
流
下
能
力
の
向
上
な

ど
水
害
対
策
の
強
化
・
促
進
を
早

期
に
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

要
望
内
容

①�

水
道
事
業
の
広
域
連
携
に
資

す
る
交
付
金
の
補
助
率
引
き

上
げ
や
採
択
要
件
の
緩
和

②�

中
長
期
的
な
上
下
水
道
関
係

予
算
の
継
続
的
・
安
定
的
な

確
保

③�

地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
上
下

水
道
の
耐
震
化
や
老
朽
化
対

策
等
を
着
実
に
実
施
で
き

る
、
支
援
制
度
の
充
実



・狭い場所◎
・高い場所◎
・小木から大木まで◎
・クレーン車が入れない◎
・高所作業車が入れない◎
・伸びきった竹の伐採◎
・草刈り◎
・山林の藪刈り◎

makotoforestry@outlook.jp

まこと林業
TEL 090-5447-7344

お気軽にご相談下さい
樹木 と 雑草 にお困りの方

特
殊
伐
採 空

師
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桜
川
市
消
防
団

�

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
西
地
区
大
会

ス
ポG

O
M
I

甲
子
園

�

茨
城
県
大
会

　

10
月
５
日
、
ヒ
ロ
サ
ワ
運
動
公

園
（
筑
西
市
）
に
お
い
て
、
第
76

回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技

大
会
県
西
地
区
大
会
が
開
催
さ

れ
、
桜
川
市
消
防
団
が
敢
闘
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
消

防
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を

目
的
に
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
県
西
地
区
は
10

市
町
中
、
３
市
町
の
消
防
団
が
参

加
し
ま
し
た
。
６
人
１
組
で
ポ
ン

プ
車
か
ら
ホ
ー
ス
を
延
ば
し
て
放

水
し
、
的
を
倒
す
ま
で
の
時
間
や

正
確
性
を
競
い
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
、
市
内
で
「
ス
ポ

GOM
I

甲
子
園 

茨
城
県
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
「
ス
ポ
ー
ツ
×
ご
み
拾

い
」
を
テ
ー
マ
に
、
制
限
時
間
内

に
ご
み
の
量
と
種
類
を
競
う
も
の

で
、
楽
し
み
な
が
ら
環
境
問
題
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
県
内
各
地
の
高
校
生

10
チ
ー
ム
（
３
人
１
組
）
が
参
加

し
、
桜
川
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
さ
く
ら
す
」
を
中
心
に
半
径
１
．

５
㎞
の
エ
リ
ア
内
で
ご
み
拾
い
を

競
い
、
総
重
量
約
23
㎏
の
ご
み
を

拾
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
仲
間

　

今
回
は
、
真
壁
地
区
の
第

32･

33･

34･

36
分
団
か
ら
選
抜

さ
れ
た
６
人
の
選
手
が
出
場
し
、

６
月
30
日
か
ら
約
３
か
月
の
間
、

桜
川
消
防
署
真
壁
分
署
員
か
ら
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
厳
し
い
訓
練

を
重
ね
た
成
果
を
発
揮
し
ま
し

た
。

■
出
場
選
手
（
敬
称
略
）

指
揮
者　
土つ

ち
だ田
雄ゆ

う　
（
第
33
分
団
）

１
番
員　
西に

し
む
ら村
涼り

ょ
う　
（
第
32
分
団
）

２
番
員　
大お

お
つ
か塚
智と

も
や也（
第
36
分
団
）

３
番
員　
嶺み

ね

勇ゆ
う
じ司　

（
第
33
分
団
）

４
番
員　
鈴す

ず
き木
理ま

さ
ひ
ろ弘（
第
34
分
団
）

補
助
員　
秋あ

き
や
ま山
和か

ず
き紀（
第
32
分
団
）

�

■
問
合
先
／
防
災
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

�

■
問
合
先
／
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

指揮者の号令と共に放水開始

敢闘賞を受賞した選手の皆さん

優勝を目指してごみを拾う高校生

大会に参加した高校生の皆さん

と
協
力
し
て
多
く
の
ご
み
を
拾
え

た
の
が
嬉
し
か
っ
た
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

見
事
、
優
勝
に
輝
い
た
岩
瀬
日

本
大
学
高
等
学
校
の
チ
ー
ム
は

茨
城
県
代
表
と
し
て
、
11
月
30

日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会

（
東
京
都
開
催
）
へ
出
場
し
ま
す
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
三さ

え
ぐ
さ枝
翔し

ょ
うさ
ん

は「
全
国
大
会
で
も
優
勝
し
ま
す
」

と
力
強
く
意
気
込
み
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
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真
壁
伝
承
館
で
、
桜
川
市
市
制

施
行
20
周
年
記
念
講
演
会
「
真
壁

城
跡
国
指
定
30
年
の
歩
み
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
講
師
の
糸い

と
が賀
茂し

げ
お男
さ

ん
（
常
磐
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ

る
講
演
「
史
跡
真
壁
城
跡
と
と
も

に
」
と
、
藤ふ

じ
か
わ川
昌ま

さ
き樹
さ
ん
（
筑
波

大
学
）、小こ

も
り森
正ま

さ
あ
き明
さ
ん（
宮
内
庁
）

を
加
え
た
3
名
に
よ
る
こ
れ
か
ら

の
真
壁
城
跡
を
考
え
る
鼎て

い
だ
ん談
が
行

わ
れ
、
約
１
５
０
名
の
方
々
が
講

師
の
話
し
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

桜
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
皆
さ
ん
が
、
市
役
所
各
庁

舎
の
周
辺
で
清
掃
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
毎
年
10
月
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及

啓
発
促
進
月
間
に
合
わ
せ
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
65
名
の
参
加
者
が
植

木
剪
定
や
除
草
作
業
、
道
路
沿
い

の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
清
掃
活
動
を

行
い
、
地
域
の
た
め
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

記
念
講
演
会
「
真
壁
城
跡�

�

国
指
定
30
年
の
あ
ゆ
み
」
を
開
催

真壁城跡のこれからについて語る講師の皆さん

清掃活動を行うシルバー人材センター会員の皆さん

　

大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ

ト
ラ
ス
」
で
、
桜
川
市
戦
没
者
追

悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
遺
族
の
方
々
を
は

じ
め
、
来
賓
合
わ
せ
１
０
７
名
が

参
列
。
戦
没
者
の
方
々
に
思
い
を

馳
せ
、
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

式
典
に
参
列
し
た
大
塚
市
長
は

「
戦
争
の
惨さ

ん
か禍
を
二
度
と
繰
り
返

す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
平
和
の
大

切
さ
を
次
の
世
代
に
語
り
継
い
で

い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ

り
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

カ
ス
ミ
フ
ー
ド
ス
ク
エ
ア
岩
瀬

店
で
、
公
衆
衛
生
や
水
質
浄
化
の

向
上
を
目
的
と
し
て
、
市
と
茨
城

県
が
協
力
し
、
買
い
物
客
の
皆
さ

ん
へ
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
推
進

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
啓
発

品
の
配
布
を
行
い
、
公
共
下
水
道

や
農
業
集
落
排
水
へ
の
早
期
接
続

に
よ
る
生
活
環
境
の
向
上
や
、
河

川
な
ど
の
水
質
保
全
の
協
力
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

平
和
の
大
切
さ
を
誓
う�

�

桜
川
市
戦
没
者
追
悼
式

ま
ち
の
安
全
を
守
る�

�

安
達
勇
人
さ
ん
が
一
日
警
察
署
長
に
就
任

式辞を述べる大塚市長買い物客へ下水道の接続を呼びかける職員 9月28日10月11日

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
が�

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

「
脈
々
と
　
輝
く
生い

の
ち命
を
　
繋
ぐ
道
」�

�

市
内
一
斉
道
路
美
化
清
掃
活
動
の
実
施

色
と
り
ど
り
な
灯
り�

�

ま
か
べ
♥
街
灯
り
十
三
夜
祭

桜
川
Jr
．
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
が�

�

関
東
大
会
で
健
闘

「
水
が
生
き
　
暮
ら
し
も
活
き
る
　
下
水
道
」�

�

下
水
道
の
接
続
推
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

10月18、19日

10月8日

9月30日10月11日

　

第
20
回
関
東
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
が
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公

園
体
育
館
（
山
梨
県
）
で
開
催
さ
れ
、

桜
川
Jr
．
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
が

男
女
ダ
ブ
ル
ス
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
市い

ち
む
ら村
諒り

ょ
う
ま真
さ
ん
（
羽

黒
小
６
年
）、
萩は

ぎ
わ
ら原
唯ゆ

い
と翔
さ
ん
（
岩

瀬
小
５
年
）、
川か

わ
ま
た俣
楓か

の
ん音
さ
ん
（
岩

瀬
小
５
年
）、
笹さ

さ
ぐ
ち口
晴は

な菜
さ
ん
（
坂

戸
小
５
年
）
の
４
名
が
出
場
。

　

入
賞
は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
息
の
合
っ
た
プ
レ
ー

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

真
壁
伝
承
館
、
神
武
様
境
内
お

よ
び
周
辺
商
店
街
な
ど
で
、
第
11

回
ま
か
べ
♥
街
灯
り
十
三
夜
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回

は
、
真
壁
学
園
の
児
童
・
生
徒
が

描
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
行
灯
２
０
０

個
や
石
灯
篭
な
ど
様
々
な
灯
り
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
音
楽
ラ
イ
ブ
、
真
壁

楽
市
が
開
催
、
さ
ら
に
祝
い
餅
が

振
る
舞
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

出場した桜川 Jr．バドミントンクラブの皆さん 個性豊かな行灯が並ぶ会場

　

市
内
の
建
設
業
者
で
構
成
さ
れ

る
桜
川
市
未
来
ク
ラ
ブ
協
同
組
合

の
皆
さ
ん
が
、
主
要
道
路
沿
線
の

道
路
美
化
清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、8
月
10
日
の「
道

の
日
」
に
合
わ
せ
て
毎
年
開
催
し

て
い
た
も
の
で
す
が
、
昨
年
に
続

い
て
猛
暑
を
避
け
、
日
程
を
変
更

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
約
１
３
０
名
は
、
暑

い
日
差
し
の
中
、
多
く
の
ご
み
を

拾
い
集
め
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
が
わ
応
援
大
使
の
安あ

だ
ち達

勇ゆ
う
と人
さ
ん
が
、
桜
川
警
察
の
一
日

署
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
犯
罪
の
な

い
安
全
で
明
る
く
住
み
よ
い
地
域

社
会
を
目
指
す
全
国
地
域
安
全
運

動
の
一
環
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
達
さ
ん
は
、
阿あ

べ部
靖や

す
お雄
署
長

か
ら
交
付
さ
れ
た
委
嘱
状
を
受
け

取
り
「
防
犯
は
鍵
か
け
、声
か
け
、

心
が
け
」
を
合
言
葉
に
防
犯
意
識

を
高
め
る
よ
う
地
域
の
皆
さ
ん
へ

話
し
ま
し
た
。

清掃活動を行う 
「桜川市未来クラブ協働組合」の皆さん

一日警察署長を務めた安達さん

10月4日

9月27日
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第第2211回回桜川市さくらマラソン�桜川市さくらマラソン�
� 大会� 大会

市制施行市制施行
20周年記念20周年記念

令和令和88年年33月月88日日（（日日））※雨天決行※雨天決行
会場：桜川市総合運動公園周辺会場：桜川市総合運動公園周辺

参
加
者
募
集

■
開
会
式
／
桜
川
市
総
合
運
動
公

園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
８
時
20

分
～
）

■
コ
ー
ス
／
総
合
運
動
公
園
周
辺

■
種
目

・�

小
学
生
お
よ
び
義
務
教
育
学
校

生
前
期
課
程
親
子
の
部�
�

※
１
～
３
年
生
（
１
．
５
㎞
）

・�

小
学
生
お
よ
び
義
務
教
育
学
校

生
前
期
課
程
男
子･

女
子
の
部�

※
４
～
６
年
生
（
２
㎞
）

・�

中
学
生
お
よ
び
義
務
教
育
学
校

生
後
期
課
程
男
子
・
女
子
の
部

（
３
㎞
）

・�

一
般
男
子
の
部
（
５
㎞
・
10
㎞
）

・�

一
般
女
子
の
部
（
５
㎞
・
10
㎞
）

■
参
加
料

・�

親
子･

小
中
学
生
お
よ
び
義
務

教
育
学
校
生
／
市
内
５
０
０

円
、
市
外
１，
０
０
０
円

・
高
校
生
／
１，
５
０
０
円

・
一
般
／
３，
０
０
０
円

■
申
込
方
法
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（http://runnet.jp/

）

か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
令
和
８
年
１
月
６

日
（
火
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

温
か
い
お
も
て
な
し
で
、
ラ
ン

ナ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
。

■
応
募
資
格
／
高
校
生
以
上
の
健

康
な
方
（
未
成
年
者
は
必
ず
保
護

者
の
了
解
を
得
て
く
だ
さ
い
）

■
業
務
内
容
／
受
付
、
誘
導
、
給

水
、
表
彰
補
助
、
清
掃
な
ど

■
業
務
場
所
／
桜
川
市
総
合
運
動

公
園
お
よ
び
周
辺
コ
ー
ス

■
申
込
期
限
／
令
和
８
年
１
月
30

日
（
金
）

協
賛
企
業
募
集

　

さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
趣
旨

を
理
解
し
、
協
賛
い
た
だ
け
る
企

業
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

現
金
広
告
協
賛

●
５，
０
０
０
円
（
１
枠
）

特
典
／
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
広
告

に
掲
載
（
縦
５
．
８
㎝
×
横
17
．

６
㎝
、
Ａ
４
の
約
１
／
４
）

※�

１
者
あ
た
り
最
大
４
枠
ま
で
受

付
可

物
品
協
賛�

�
�

（
参
加
者
へ
の
物
品
提
供
）

特
典
／
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
広
告

に
掲
載
（
Ａ
４
広
告
ペ
ー
ジ
で
１

ペ
ー
ジ
）

■
申
込
期
限
／
令
和
８
年
１
月
30

日
（
金
）

■
そ
の
他
／
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
約
２，
０
０
０
部
発
行
し
ま
す
。

審
査
を
行
い
、
協
賛
者
に
は
、
手

続
方
法
な
ど
を
連
絡
し
ま
す
。

出
店
募
集

　

さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
の
出

店
を
募
集
し
ま
す
。

■
販
売
ま
た
は
展
示
等
品
目
／
地

域
特
産
品 
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品 

、

そ
の
他
実
行
委
員
長
が
認
め
た
も

の■
出
店
料

・
テ
ン
ト
一
張

　

市
内
の
方
／
１
０，
０
０
０
円

　

市
外
の
方
／
１
５，
０
０
０
円

※
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
は
、
半
額

■
出
店
者
／
市
内
外
で
通
年
活
動

し
て
い
る
団
体
お
よ
び
個
人
、
そ

の
他
実
行
委
員
長
が
認
め
た
も
の

■
そ
の
他
／
テ
ン
ト
は
実
行
委
員

会
が
用
意
し
ま
す
が
、
そ
の
他
備

品
な
ど
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

■
申
込
期
限
／
令
和
８
年
１
月
20

日
（
火
）

共
通
事
項�

�

　
（�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・�

�

協
賛
企
業
・
出
店
募
集
）

■
申
込
方
法
／
各
体
育
館
窓
口
お

よ
び
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
を
、

直
接
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
・
申
込
先

桜
川
市
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
）

・�

〒
３
０
９-

１
２
１
１ 

桜
川
市

岩
瀬
２
６
８
５-

14 

岩
瀬
体

育
館
「
ラ
ス
カ
」
内

・�

☎
０
２
９
６-

75-

６
６
０

０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
６-

75-

６
６
０
１

・�

Ｅ
メ
ー
ルsport@

city.
sakuragaw

a.lg.jp



2027卒の方は、
マイナビ2027から▼

中途採用ご希望の方は、お電話
またはホームページより▼

スミハツの技術が
未来の交通インフラと
産業機械を支えています

未
来
に
誇
れ
る
仕
事
を

 

一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
？
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久原ひょっとこ保存会の踊り

被災した鹿島神社本殿 脇障子の彫刻

　

茨
城
県
指
定
の
文
化
財
建
造
物

は
現
在
77
棟
で
す
が
、
そ
の
う
ち

12
棟
が
桜
川
市
内
に
あ
り
ま
す
。

　

真
壁
町
上
谷
貝
地
区
の
鹿
島
神

社
本
殿
は
、
昭
和
34
年
（
１
９
５

９
年
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

草
創
は
承
平
２
年（
９
３
２
年
）

あ
る
い
は
応
保
２
年
（
１
１
６
２

年
）
と
伝
え
、
文
永
３
年
（
１
２

６
６
年
）
に
鎌
倉
幕
府
７
代
将
軍

の
惟こ

れ
や
す
し
ん
の
う

康
親
王
が
社
地
を
寄
進
、
社

殿
も
再
建
さ
れ
た
も
の
の
再
び
大

破
し
、天
正
元
年
（
１
５
７
３
年
）

に
真
壁
城
主
の
道
無
が
再
興
し
た

と
伝
え
ま
す
。

　

現
在
の
本
殿
は
元
禄
年
間
の
再

建
と
見
ら
れ
、
一い

っ
け
ん
し
ゃ
な
が
れ
づ
く
り

間
社
流
造
で
、

彩
色
は
無
く
、
屋
根
は
重
厚
で
優

美
な
茅
葺
き
が
特
徴
で
す
。

　

木
鼻
や
柱
、蟇か

え
る
ま
た股
、脇
障
子
、虹こ

う

梁り
ょ
う
じ
ょ
う
上
な
ど
随
所
に
美
し
い
彫
刻
が

施
さ
れ
、市
域
の
江
戸
時
代
中
期

の
社
寺
建
築
の
特
色
を
示
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館
だ
よ
り

史
資
料
館
だ
よ
り

文
化
財
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

No.113
教育委員会文化財課
文化財グループ
（�☎58-5111･75-3111代表）

鹿
島
神
社
本
殿
の
修
理
が
始
ま
り
ま
す

第
13
回
伝
統
民
俗
芸
能
の
つ
ど
い
開
催

　

代
々
に
わ
た
り
丁
寧
に
管
理
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
春
の
強

風
で
境
内
木
が
倒
れ
、
本
殿
の
屋

根
を
傷
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

応
急
措
置
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

来
年
１
月
か
ら
３
月
に
、県
や
市

な
ど
の
補
助
金
を
活
用
し
て
本
修

理
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

修
理
の
様
子
は
文
化
財
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
ご
紹
介
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
は
「
文
化
財
」
と
聞
く

と
ど
ん
な
も
の
を
想
像
し
ま
す

か
。
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
は
建

物
や
仏
像
な
ど
の
形
あ
る
も
の
で

す
が
、
人
々
の
間
で
長
く
受
け
継

が
れ
て
き
た
習
慣
や
技
術
も
、
大

事
な
文
化
財
で
す
。

　
「
伝
統
民
俗
芸
能
の
つ
ど
い
」

は
、
市
内
各
地
区
で
大
切
に
継
承

さ
れ
て
き
た
お
囃
子
や
踊
り
、
人

形
浄
瑠
璃
、
能
な
ど
の
伝
統
芸
能

を
一
度
に
楽
し
め
る
年
に
一
度
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
機
に
、
桜
川

市
の
伝
統
芸
能
に
触
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
の
散

策
と
あ
わ
せ
て
、
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
令
和
８
年
２
月
15
日

（
日
）
９
時
50
分
～
12
時
（
９
時

30
分
開
場
）

■
会
場
／
真
壁
伝
承
館

■
出
演
団
体

・�

人
形
浄
瑠
璃
真
壁
白
井
座
保
存

会
（
白
井
）

・�

加
波
山
囃
子
保
存
会
（
大
曽
根
）

・�

久
原
ひ
ょ
っ
と
こ
保
存
会
（
久

原
）

・
桜
川
磯
部
観
世
会
（
磯
部
）

■
そ
の
他
／
申
込
不
要
、
観
覧
無

料■
問
合
先
／
文
化
財
課
（
真
壁
伝

承
館
内
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）



糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医

県西糖尿病内分泌内科クリニック
院長 槌田 武史

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前 8:30 -12:30 〇 〇 〇 〇 〇 14：00まで

午後 14:30 -18:30 ／ 〇 〇 ／ 〇 日・祝休診

筑西市成田678番地（筑西警察署斜め向かい） 電話：0296-48-9609

予約制のためお電話でのご予約をお願い致します

事務所・工場 ☎ 0296-54-2626
つくば事務所 ☎ 029-877-1331
　 　 　 U R L https://digi-pri.com

未来に、社会に、
必要とされる印刷を
未来に、社会に、
必要とされる印刷を

ペット火葬は  北つくば農協葬祭のペットセレモニー

ご家族が安心してお見送りできるようお手伝いさせていただきます
まずはお電話ください。丁寧に分かりやすくご説明いたします。

ペットがなくなった!
どうしたらいいの?

その他の地域の方はご相談ください。

ご家族が安心して
お見送りできるよう

心から
信頼いただき

まごころ込めた
おもてなし
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■問合先／健康推進課　☎0296‐75‐3159（直通） � 1
きらきら健康講座
■日時／令和8年１月16日（金）10時～ 11時30分
■会場／桜川市生涯学習センター「さくらす」1階やまなみホール
■テーマ／ TRAINING＆STRETCH　～筋力トレーニング＆ストレッチinさくらす～
■持ち物／タオル、飲み物　※動きやすい服装でお越しください。
■申込方法／�①電子申請で申し込み　�

②健康推進課に電話（☎0296-75-3159直通）

●●休日当番医　�診療時間／9時～12時、13時～16時　　受付時間／9時～11時 30分、13時～15時 30分
診療日 医療機関名 住所 連絡先

１月　１日（木） 上の原病院 上野原地新田159-2 ☎ 0296-75-3130
１月　２日（金） 平島医院 岩瀬198 ☎ 0296-75-2510
１月　３日（土） 田崎内科医院 真壁町田268-6 ☎ 0296-55-2511
１月　４日（日） 阿部田医院 真壁町亀熊123-1 ☎ 0296-55-0305
１月１１日（日） 鏑木クリニック 加茂部4-1 ☎ 0296-76-3131
１月１２日（月） 吉原医院 明日香2-31 ☎ 0296-75-1177
１月１８日（日） けんせいクリニック 岩瀬207-1 ☎ 0296-71-8111
１月２５日（日） 延島クリニック 東飯田658 ☎ 0296-58-5058

●●各種相談（要予約）
こころの健康相談（精神科医による個別相談・1人30分程度）

日時 令和8年１月15日（木）　�
①14時～　②14時45分～ 会場 岩瀬福祉センター

子育て相談（精神保健福祉士による個別相談・1人１時間程度）

日時 令和8年１月22日（木）　�
①10時～　②11時～ 会場 岩瀬福祉センター

総合健康相談

日時 令和8年１月9日（金）、２3日（金）�
10時～11時30分 会場 乳幼児相談・・・こども家庭センターさくらっこ

上記以外・・・岩瀬庁舎

12月の休日診療　休日当番医の変更
　12月7日（日）と14日（日）の休日当番医が、年度当初の予定から変更になります。ご注意ください。
【変更後】
12月7日（日）上の原病院（上野原地新田159-2）☎0296-75-3130
12月14日（日）仁保内科医院（真壁町真壁425）☎0296-23-8088

◎
保
湿
剤
を
使
用
す
る

・�「
お
風
呂
あ
が
り
に
す
ぐ
に
」

「
た
っ
ぷ
り
と
」「
す
り
こ
む
の

で
は
な
く
、
手
の
ひ
ら
に
広
げ

て
、
押
し
当
て
る
よ
う
に
」
を

意
識
し
て
保
湿
剤
を
適
切
に
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
環
境
の
調
整

・�

湿
度
の
調
整
…
必
要
に
応
じ
て

加
湿
器
の
使
用
や
濡
ら
し
た
タ

オ
ル
を
下
げ
る
。

　

冬
は
肌
に
と
っ
て
試
練
の
季

節
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
と
正
し
い
ケ
ア
で
ト
ラ
ブ
ル

は
防
げ
ま
す
。
肌
の
状
態
を
観

察
し
、
適
切
な
ケ
ア
を
す
る
こ

と
が
、
健
や
か
な
肌
を
保
つ
第

一
歩
で
す
。
ご
家
族
皆
さ
ん
で

取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　肌は年齢によって大きく性質が変わります。特に子どもや高齢者は肌がとてもデリケートで、
ちょっとした刺激でもトラブルが起きやすいため、正しいスキンケアが欠かせません。
　また、寒さが厳しくなる冬は、空気の乾燥と暖房の影響で、肌のトラブルが増える季節です。
　寒い季節は、肌のうるおいを守り、肌トラブルを防ぎましょう。

冬は要注意

子ども子どもととシニア世代シニア世代ののスキンケアスキンケア

● 

子
ど
も
の
肌 

●

　

子
ど
も
の
肌
は
大
人
に
比
べ
て

皮
膚
が
薄
く
、
水
分
を
保
持
す
る

力
も
弱
い
た
め
、乾
燥
し
や
す
く
、

外
か
ら
の
刺
激
に
も
敏
感
で
す
。

冬
は
更
に
水
分
が
奪
わ
れ
や
す

く
、
カ
サ
つ
き
や
湿
疹
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

特
に
乳
幼
児
期
の
肌
は
デ
リ

ケ
ー
ト
な
た
め
、
湿
疹
や
皮
膚
炎

の
予
防
に
は
日
々
の
ス
キ
ン
ケ
ア

が
不
可
欠
で
す
。

● 

シ
ニ
ア
世
代
の
肌 

●

　

シ
ニ
ア
世
代
の
肌
は
皮
脂
の
分

泌
量
が
年
齢
と
と
も
に
減
少
し
、

水
分
を
保
持
す
る
力
が
弱
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
乾
燥

や
か
ゆ
み
を
引
き
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン

な
ど
が
減
少
し
肌
の
弾
力
が
失
わ

れ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
問
題
と
な
っ
て
い

る
の
が
「
ス
キ
ン
テ
ア
（
皮
膚
裂

傷
）」
で
す
。

● 

ス
キ
ン
テ
ア
と
は 

●

　

ス
キ
ン
テ
ア
は
、
年
齢
を
重
ね

乾
燥
し
た
肌
に
起
こ
り
や
す
い
ト

ラ
ブ
ル
で
す
。
皮
膚
が
引
っ
張
ら

れ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
外
力
が

加
わ
っ
た
時
に
衝
撃
で
皮
膚
が
裂

け
て
し
ま
う
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

特
に
腕
や
足
な
ど
に
起
こ
り
や

す
く
、
介
護
や
介
助
の
場
面
で
発

生
し
や
す
い
症
状
で
す
。
効
果
的

な
ス
キ
ン
ケ
ア
を
行
い
、
ス
キ
ン

テ
ア
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

● 

正
し
い
ス
キ
ン
ケ
ア
を 

●

　

年
齢
を
問
わ
ず
ス
キ
ン
ケ
ア
の

基
本
は
同
じ
で
す
。

◎
入
浴
時
の
注
意

・�

お
湯
の
温
度
…
熱
す
ぎ
る
お
湯

に
つ
か
り
過
ぎ
る
と
、
皮
脂
膜

を
溶
か
し
、
角
質
層
内
の
保
湿

成
分
が
流
出
し
、
乾
燥
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
38
℃
～
40
℃
前

後
を
目
安
に
、
熱
す
ぎ
る
お
湯

に
長
時
間
入
浴
す
る
こ
と
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

・�

優
し
く
体
を
洗
う
…
ゴ
シ
ゴ
シ

こ
す
る
と
皮
脂
が
必
要
以
上
に

失
わ
れ
た
り
、
傷
を
作
る
原
因

に
な
り
ま
す
。
こ
す
ら
ず
泡
で

優
し
く
洗
う
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。



桜川市役所代表電話番号　☎ 0296-58-5111・75-3111
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ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ�

�
�

講
習
会

　

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基

礎
知
識
と
、
マ
シ
ン
の
使
用
方
法

に
つ
い
て
の
講
習
会
で
す
。

岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス
カ
」

■
日
時
／
令
和
８
年
１
月
17
日

（
土
）

・�

第
１
回
…
９
時
40
分
～
10
時
40

分
（
受
付
９
時
30
分
～
）

・�

第
２
回
…
10
時
50
分
～
11
時
50

分
（
受
付
10
時
40
分
～
）

■
申
込
方
法
／
岩
瀬
体
育
館
「
ラ

ス
カ
」
の
窓
口
、
ま
た
は
必
要
事

項
を
記
載
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
２
９
６‐75‐６
６
０
１
）

も
し
く
は
メ
ー
ル
（sport@

city.
sakuragaw

a.lg.jp

）

真
壁
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■
日
時
／
令
和
８
年
１
月
17
日

（
土
）

・�

第
１
回
…
13
時
10
分
～
14
時
10

分
（
受
付
13
時
～
）

・�

第
２
回
…
14
時
20
分
～
15
時
20

分
（
受
付
14
時
10
分
～
）

■
申
込
方
法
／
真
壁
体
育
館
の
窓

口
ま
た
は
必
要
事
項
を
記
載
の
う

え
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
９
６‐
54‐

０
７
７
０
）
ま
た
は
メ
ー
ル

（sport@
city.sakuragaw

a.
lg.jp

）
共
通
事
項

■
日
時
／
令
和
８
年
2
月
１
日

（
日
）、
８
日
（
日
）
9
時
～
17
時

【
全
2
回
】

■
申
込
期
限
／
12
月
24
日
（
水
）

共
通
事
項

■
会
場
／
茨
城
県
立
筑
西
産
業
技

術
専
門
学
院

■
定
員
／
各
10
名
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

■
受
講
料
／
５，
０
０
０
円

■
そ
の
他
／
申
込
方
法

な
ど
、
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先
／
茨
城
県
立
筑
西
産
業

技
術
専
門
学
院
（
☎
０
２
９
６‐

24‐１
７
１
４
）

●

●

●

●

●

茨
城
県
結
城
看
護
専
門
学
校��

�

入
学
試
験

■
試
験
日
／
令
和
８
年
1
月
24
日

（
土
）

■
会
場
／
茨
城
県
結
城
看
護
専
門

学
校
（
結
城
市
結
城
１
２
１
１‐

７
）

■
試
験
科
目
／
国
語
・
個
人
面
接

■
対
象
／
受
験
資
格

・�

自
己
推
薦
（
第
２
回
）
／
高
校

卒
業
見
込
み
の
方

・�

一
般
（
第
1
回
）
／
高
校
卒
業

見
込
み
の
方
ま
た
は
既
卒
の
方

・�

学
士
・
社
会
人
（
第
２
回
）
／

大
学
・
短
大
の
卒
業
見
込
み
の

方
ま
た
は
既
卒
、
社
会
人
の
方

■
申
込
期
間
／
12
月
15
日
（
月
）

～
令
和
８
年
１
月
14
日
（
水
）

■
そ
の
他
／
申
込
方
法

な
ど
、
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先
／
茨
城
県
結
城
看
護
専

門
学
校
（
☎
０
２
９
６‐
33‐

１
９
２
２
）健

康
福
祉

「
命
の
バ
ト
ン
」
配
布

　

緊
急
時
に
救
急
隊
員
な
ど
が
医

療
情
報
を
い
ち
早
く
知
る
こ
と
が

で
き
、
高
齢
者
の
命
を
救
う
こ
と

に
つ
な
が
る
「
命
の
バ
ト
ン
」
を

配
布
し
ま
す
。

■
対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

②
高
齢
者
世
帯
に
属
す
る
方

③�

日
中
ひ
と
り
で
過
ご
し
、
健
康

上
の
不
安
が
あ
る
方

■
利
用
料
／
無
料

■
申
込
方
法
／
高
齢
福
祉
課
（
岩

瀬
庁
舎
）
ま
た
は
各
総
合
窓
口
課

で
申
請
。

※�

①
・
②
に
該
当
の
方
は
、
地
区

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
用
住
所
証
明
書
の

廃
止

　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
基
づ
き
、
軽
自
動
車
用
住
所
証

明
書
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

※�

軽
自
動
車
に
関
す
る
お
手
続
き

に
必
要
な
書
類
は
、
提
出
先
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
廃
止
日
／
令
和
８
年
２
月
１
日

（
日
）

■
問
合
先
／
市
民
課
（
☎

０
２
９
６‐75‐３
１
３
２
直

通
）

●

●

●

●

●

水
道
管
な
ど
の
設
備
を
寒
さ

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　

水
道
管
が
凍
る
と
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
、
凍
っ
た
水
が
膨
張
し

て
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
４
度
以
下
に
な
る
よ
う
な
寒
い

日
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

厚
手
の
布
や
保
温
材
を
巻
き
つ

け
、外
水
栓
、露
出
管
、水
道
メ
ー

タ
ー
、
そ
の
他
水
道
設
備
が
直
接

冷
気
を
受
け
な
い
よ
う
凍
結
防
止

措
置
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合

「
年
末
調
整
特
集
ペ
ー
ジ
（
年
末

調
整
が
よ
く
わ
か
る
ペ
ー
ジ
）」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

年
末
調
整
の
際
に
使
用
す
る
各

種
様
式
、
年
末
調
整
の
手
順
や
所

得
税
の
基
礎
控
除
の
見
直
し
な
ど

を
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
動

画
や
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
下
館
税
務
署

（
０
２
９
６‐24‐２
１
２
１
）

募

集

男
女
共
同
参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

～
食
の
宝
庫
さ
く
ら
が
わ
～

　

桜
川
市
の
農
業
課
題
を
通
じ
て

「
食
の
安
全
」
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

農
業
の
担
い
手
不
足
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
、
鳥
獣
被
害
な
ど
が

あ
る
中
で
、
桜
川
市
の
現
状
と
未

来
に
つ
い
て
環
境
や
食
の
観
点
か

ら
議
論
を
深
め
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

食
の
宝
庫
さ
く
ら
が
わ
の
未
来

を
皆
さ
ん
で
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
。

■
日
時
／
令
和
8
年
２
月
８
日

（
日
）13
時
30
分
～（
開
場
13
時
～
）

■
会
場
／
桜
川
市
生
涯
学
習
セ
ン

■
受
講
資
格
／
高
校
生
以
上
の
方

■
定
員
／
各
回
20
名
（
先
着
順
）

■
受
講
料
／
無
料

■
そ
の
他

・�

必
要
事
項
／
住
所
、
氏
名
お
よ

び
フ
リ
ガ
ナ
、
生
年
月
日
、
連

絡
先
、
受
講
希
望
回
、
障
害
者

手
帳
の
有
無
（
任
意
）

・�

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
場
合
、

使
用
料
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・�

受
付
時
間
に
遅
れ
ま
す
と
受
講

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・�

本
講
習
会
後
に
発
行
す
る
修
了

証
は
、
講
習
会
を
受
講
し
た
施

設
の
み
有
効
で
す
。

■
問
合
先
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス
カ
」
内 

☎

０
２
９
６‐75‐６
６
０
０
、
真

壁
体
育
館 

☎
０
２
９
６‐54‐

０
７
５
３
）

●

●

●

●

●

セ
ミ
ナ
ー
受
講
生

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ（Jw

_cad

）
応
用

■
日
時
／
令
和
８
年
1
月
25
日

（
日
）、２
月
１
日（
日
）、８
日（
日
）

9
時
～
17
時
【
全
3
回
】

■
対
象
／Jw

_cad

の
基
本
操
作

が
で
き
る
方

■
申
込
期
限
／
12
月
17
日
（
水
）

初
心
者
の
た
め
の
Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接

　

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

凍
結
に
よ
る
漏
水
は
、
事
前
に

お
客
さ
ま
が
予
防
で
き
る
も
の
で

す
の
で
、
料
金
減
免
の
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先
／
水
道
課
（
☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

●

●

●

●

●

第
77
回
人
権
週
間

12
月
４
日
（
木
）
～
10
日
（
水
）

　

昭
和
23
年
12
月
10
日
に
、
国
連

総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
毎
年
12
月

10
日
が
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
人
権
は
他
人
に

も
自
分
と
同
じ
よ
う
に
あ
る
こ
と

の
理
解
を
深
め
、
お
互
い
に
相
手

の
立
場
を
尊
重
し
、
豊
か
な
人
間

関
係
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先
／
水
戸
地
方
法
務
局 

人
権
擁
護
課
（
☎
０
２
９‐

２
２
７‐９
９
１
９
）

●

●

●

●

●

「
年
末
調
整
が
よ
く
わ
か
る

ペ
ー
ジ
」
開
設

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

タ
ー
「
さ
く
ら
す
」

■
パ
ネ
リ
ス
ト
／
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば

代
表
理
事
組
合
長
、
生
活
ク
ラ
ブ

生
活
協
同
組
合
（
千
葉
）
理
事
長
、

タ
カ
ち
ゃ
ん
家
の
野
菜
生
産
者

■
定
員
／
１
２
０
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
電
話
も

し
く
は
二
次
元
コ
ー
ド

で
申
し
込
み

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
生
活
環
境

課
（
☎
58‐
５
１
１
１
・
75‐

３
１
１
１
代
表
）

●

●

●

●

●

ち
ょ
い
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会��

�

参
加
者

■
日
時
／
12
月
19
日
（
金
）
18
時

30
分
～
20
時

■
会
場
／
桜
川
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
「
さ
く
ら
す
」

■
対
象
／
20
歳
以
上
で
独
身
の
方

■
定
員
／
30
名
（
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

■
参
加
費
／
１，
０
０
０
円

■
申
込
方
法
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
申
し
込
み

■
そ
の
他
／
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
生
活
環
境
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代

表
）
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市
長
と
語
ろ
う
！�

�

「
市
民
の
日
」

市
長
と
語
ろ
う
！�

�

「
市
民
の
日
」
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市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に

反
映
す
る
た
め
に
、
市
長
と
お
話

し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な

ん
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
市
長
は
職
務
上
、
急
な

用
務
が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
副
市
長
な
ど
が

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
で
も
前
日
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
15
日
（
月
）
９
時

～
12
時
（
最
終
受
付
11
時
30
分
）

■
会
場
／
市
役
所 

大
和
庁
舎

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代

表
）

●

●

●

●

●

納
期
限
／
12
月
25
日（
木
）

国
民
健
康
保
険
税�

６
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

６
期

介
護
保
険
料�

５
期

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

12
月
納
期
の�

�

税
・
保
険
料

の
民
生
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
合
先
／
高
齢
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６‐73‐４
５
１
１
直

通
）

●

●

●

●

●

ち
い
す
け
イ
バ
ラ
キ�

�
�

介
護
助
手
養
成
講
座

　

介
護
予
防
や
介
護
保
険
制
度
な

ど
を
学
び
、
ち
い
す
け
（
ち
い
き

の
助
っ
人
の
略
）
と
し
て
介
護
現

場
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
1
月
23
日
（
金
）
10
時

～
16
時
（
受
付
9
時
45
分
～
）

■
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
20
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
昼
食

■
申
込
方
法
／
電
話
ま

た
は
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
申
し
込
み

朝
市
」
を
、
12
月
は
出
店
数
20
店

舗
を
超
え
る
拡
大
版
で
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
28
日
（
日
）
８
時

～
14
時

■
会
場
／
御
陣
屋
前
通
り
の
一
部

（
真
壁
町
真
壁
地
内
）

■
内
容
／
飲
食
・
物
販
ブ
ー
ス
、

旧
木
村
家
住
宅
調
査
結
果
展
示
、

町
並
み
ガ
イ
ド
ほ
か

■
そ
の
他
／
詳
し
く

は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
実

行
委
員
会 

渡わ
た
な
べ邊
（
☎
０
９
０‐

６
９
３
６‐６
８
０
６
）

無
料
相
談

行
政
書
士
無
料
相
談
会

■
日
時
／
12
月
15
日
（
月
）
13
時

～
15
時

※
13
時
受
付
開
始

■
会
場
／
市
役
所 

岩
瀬
庁
舎

■
相
談
内
容
／
建
設
業
や
飲
食
店

な
ど
の
営
業
許
可
、
農
地
転
用
や

開
発
行
為
な
ど
の
許
可
申
請
に
関

す
る
相
談
、
遺
産
分
割
協
議
書
作

成
な
ど
相
続
に
関
す
る
相
談

■
問
合
先
／
桜
川
市
行
政
書
士
連

絡
会
事
務
局
（
☎
０
２
９
６‐76

‐５
１
６
２
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県
社

会
福
祉
協
議
会
（
０
２
９‐

２
４
４‐４
５
４
４
）

●

●

●

●

●

認
知
症
カ
フ
ェ

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
恵
」�

�

～
家
族
教
室
・
当
事
者
の
会
～

　

認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方
や
当

事
者
・
ご
家
族
の
方
を
対
象
に
開

催
し
ま
す
。
家
族
だ
か
ら
こ
そ
伝

え
に
く
い
気
持
ち
や
悩
み
を
、
皆

さ
ん
と
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ご
参
加
、お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時
／
令
和
８
年
１
月
24
日

（
土
）
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場
／
三
岳
荘
小
松
崎
病
院 

外
来
地
下
１
階
（
筑
西
市
中
館

２
２
６
５
番
地
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
電
話

■
申
込
期
限
／
令
和
８
年
１
月
19

日
（
月
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
三
岳
荘
小

松
崎
病
院 

認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
９
６‐
24‐

２
４
１
０
）イ

ベ
ン
ト

ま
か
べ
朝
市
“
拡
大
版
”

　

定
期
開
催
し
て
い
る
「
ま
か
べ



リハビリハート総合介護ケアセンターリハビリハート総合介護ケアセンター
理学療法士 本橋 寛樹理学療法士 本橋 寛樹

介護・リハビリの
ご相談や見学0296-73-6965

土曜・祝日も営業

【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー）

【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー）

桜川市西桜川2-18-5
国道50号沿い 茨城トヨタさんとなり
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短
　
歌

【
岩
瀬
短
歌
会
】

幾
年
か
軍
人
で
あ
り
し
叔
父
の
句
に
戦
い
の
文

字
ど
こ
に
も
あ
ら
ず�
大
久
保 

富
美
江

縁
側
に
座
り
は
に
か
む
若
き
日
の
父
似
と
言
わ

る
　
嬉
し
く
も
な
し�
瀧
田 
勇

こ
け
玉
に
白
く
根
を
張
る
忍
ぶ
草
酷
暑
の
夕
べ

に
涼
を
誘
ふ�

瀧
井 

幸
子

コ
ロ
ナ
禍
の
続
き
で
夫
と
の
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

日
々
に
な
じ
み
て
吾
マ
イ
ペ
ー
ス�

仁
平 

千
代

大
正
に
生
ま
れ
し
父
は
お
お
い
な
る
戦
禍
を
越

え
て
そ
の
後
を
生
き
し�

雨
谷 

友
子

サ
ル
ス
ベ
リ
の
こ
ぼ
せ
る
小
花
見
て
お
り
て
父

の
土
産
の
金
平
糖
思
う�

浜
野
和 

操

澱
み
た
る
夜
更
け
の
熱
気
払
う
ご
と
月
下
美
人

は
き
り
り
と
開
く�

川
崎 

邦
子

穏
や
か
な
暮
ら
し
を
奪
う
温
暖
化
ヒ
ト
の
強
欲

地
球
を
の
み
込
む�

久
保 

悦
子

夏
お
と
こ
の
御
輿
に
乗
る
人
か
つ
ぐ
人
ね
じ
り

鉢
巻
き
い
な
せ
な
法
被�

泉 

三
郎

灼
熱
の
空
へ
あ
か
あ
か
夾
竹
桃
　
戦
死
の
叔
父

の
叫
び
か
あ
れ
は�

渡
辺 

し
な
子

死
に
近
き
は
ら
か
ら
を
り
て
前
山
の
青
鷺
ぎ
や

う
と
啼
く
夕
ま
ぐ
れ�

小
林 

美
瑳
子

祖
父
が
言
う
消
し
て
は
な
ら
ぬ
提
灯
は
先
祖
を

運
ぶ
盆
迎
え
の
火�

大
関 

登
志
子

ゆ
く
り
な
く
入
り
し
フ
ァ
ミ
レ
ス
の
喧
騒
を
一

人
住
ま
い
の
耳
が
た
の
し
む�

広
澤 

日
出
子

大
の
里
引
く
な
下
が
る
な
堂
々
と
唯
一
無
二
の

横
綱
で
あ
れ�

鈴
木 

英
雄

「
あ
り
が
と
う
」
介
護
す
る
た
び
微
笑
ん
で
義

父
は
ゆ
っ
く
り
百
歳
め
ざ
す�

兒
玉 

廣
子

【
一
般
投
稿
】

目
と
目
が
合
い
知
ら
ぬ
ど
う
し
が
頭
さ
げ
朝
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
気
持
よ
さ�

青
木 

勲

　
俳
　
句

【
茂
山
俳
句
会
】
※
兼
題
「
秋
の
雲
」「
草
紅
葉
」

テ
ー
マ
句
「
部
」
ほ
か
雑
詠

し
ょ
っ
ぱ
い
と
吾
子
は
我
儘
茸
飯

�
相
田 
ひ
ろ
し

甲
州
か
ら
大
箱
届
く
葡
萄
か
な�
酒
寄 
誠

爽
や
か
に
織
部
茶
碗
の
手
に
馴
染
む

�

渡
部 

千
恵
子

墓
石
の
炒
け
て
黒
ず
む
秋
彼
岸�

宮
本 

立
夫

勲
章
も
肩
の
荷
も
な
く
文
化
の
日�

植
竹 

ふ
み

朝
霧
の
晴
れ
て
筑
波
の
真
正
面�

金
子 

弘
毅

漂
泊
の
志
な
ほ
秋
の
雲�

海
老
沢 

静
夫

服は
と
り
べ部

は
羽
鳥
の
ル
ー
ツ
綿
を
摘
む

�

君
島 

真
理
子

【
一
般
投
稿
】

あ
や
と
り
に
母は

は

と
遊あ

そ

び
し
炬こ

た
つ燵

よ
り

�

小
林 

衛
子

新
藁わ

ら

を
も
ろ
う
て
明あ

す日
の
準じ

ゅ
ん
び備
す
る�

佐
都
志

並
ん
で
る
秋
刀
魚
は
み
ん
な
ス
マ
ー
ト
で

�

ト
ミ
コ

南
天
に
雀
む
ら
が
り
賑
や
か
さ�

入
山 

比
呂
子

阿
蘇
に
来
て
試
し
て
み
た
い
深
呼
吸

�

長
堀 

芳
江

虫
の
声
「
幸
せ
で
す
か
」
幸
せ
よ�

浅
賀 

順
子

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

上
曽
雪
山
十
年
泣
い
た
今
じ
ゃ
ト
ン
ネ
ル
ケ
セ

ラ
セ
ラ�

山
も
み
じ

小
春
日
和
へ
読
む
広
報
に
落
す
る
紅
葉
も
十
二

月�

花
野
し
ぐ
れ

上
曽
ト
ン
ネ
ル
初
め
て
通
る
用
も
な
い
か
ら
す

ぐ
帰
る�

み
ー
ち
ゃ
ん

今
年
石
岡
近
所
に
な
っ
て
年
始
行
き
交
う
桜
川

�

田
哲
人
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桜
川
市
消
防
団
・
桜
川
消
防
署
真
壁
分
署

�
林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練 

実
施

明明
る
く
る
く
・
正
・
正
し
く
し
く
・
仲
・
仲
よ
く
よ
く

　

朝
の
体
育
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
と
び
箱
や

鉄
棒
な
ど
様
々
な
種
目
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。年
下
の

お
友
だ
ち
の
手
を
と
り
、

優
し
く
声
を
か
け
る
姿
は

と
て
も
頼
も
し
い
で
す
。

　
「
シ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
で
は
お
家
の
方
の
温

か
い
応
援
の
中
、
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
し
た
。

　
「
明
る
く　

正
し
く　

仲
よ
く
」
を
目
標
に
、
み

ん
な
の
お
手
本
と
し
て
立

派
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

11
月
９
日
、
み
か
げ
ス
ポ
ー
ツ

公
園
（
真
壁
町
桜
井
地
区
）
周
辺

一
帯
に
お
い
て
、
林
野
火
災
防

ぎ
ょ
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
訓
練
は
、
林
野
火
災
の
被
害

の
軽
減
を
図
り
、
関
係
機
関
相
互

の
協
力
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
桜
川
市
消
防
団
員
お
よ
び

消
防
署
員
の
火
災
防
ぎ
ょ
技
術
の

向
上
と
効
果
的
な
部
隊
運
用
を
図

る
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
来
園
者
の
た
ば
こ
の
投

げ
捨
て
に
よ
り
、
み
か
げ
ス
ポ
ー

ツ
公
園
入
口
付
近
か
ら
出
火
し
北

風
に
あ
お
ら
れ
て
延
焼
が
拡
大
す

る
と
い
う
想
定
で
実
施
。

　

当
日
は
雨
天
の
中
、
消
防
団
員

お
よ
び
消
防
署
員
約
１
３
０
名
が

参
加
し
、
酒さ

か
よ
り寄

雅ま
さ
の
り則

消
防
団
長
の

指
揮
の
も
と
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
に
よ
る
中
継
送
水
・
消
火
活
動

や
、
各
分
団
員
に
よ
る
ジ
ェ
ッ
ト

シ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
飛
び
火

警
戒
、
火
災
鎮
圧
後
の
残
火
処
理

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
を
通
じ
て
、
林
野
火

災
特
有
の
消
火
困
難
性
を
把
握

し
、
迅
速
か
つ
的
確
な
ホ
ー
ス
ラ

イ
ン
の
設
定
が
可
能
と
な
り
、
消

火
活
動
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

延焼想定地点めがけて放水訓練を行う団員

中継送水の訓練によりホースラインを確認
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